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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第２四半期
連結累計期間

第27期
第２四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 964,838 1,403,068 2,055,457

経常利益又は経常損失（△） （千円） △9,786 136,811 △1,695

親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）

（千円） △23,569 73,539 △44,659

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 470,359 △444,173 580,119

純資産額 （千円） 5,557,506 5,226,562 5,668,927

総資産額 （千円） 6,153,450 5,835,848 6,403,286

１株当たり四半期純利益又は１株当

たり四半期（当期）純損失（△）
（円） △0.76 2.37 △1.44

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） - 2.37 -

自己資本比率 （％） 90.2 89.3 88.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △31,394 36,574 △7,329

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △12,034 △13,579 △23,989

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） - - -

現金及び現金同等物の 

四半期末（期末）残高
（千円） 2,975,414 3,010,520 2,987,525

 

回次
第26期

第２四半期
連結会計期間

第27期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2022年７月１日
至2022年９月30日

自2023年７月１日
至2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 0.38 2.34

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第26期第２四半期連結累計期間及び第26期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が緩和され持ち

直しの動きがみられたものの、国際情勢に関連した円安やエネルギー・原材料価格の上昇による物価高騰などによ

り先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　海外旅行市場に関しては、円安や航空機の座席供給不足による旅行費用の高騰及び世界的な物価上昇等の影響を

うけ、業務渡航及び一部方面のレジャー旅行では回復がみられたものの、依然として旅行需要は低い水準で推移し

ました。また、国内旅行市場に関しては、政府の観光需要喚起策「全国旅行支援」の終了及び旅行費用の高止まり

を含む物価高等の影響をうけ、旅行需要の回復ペースは鈍化して推移しました。

　このような状況のもと、当社の旅行関連事業におきましては、引き続きユーザー利便性向上のためのシステム開

発を進めてまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は売上高1,403,068千円（前年同期比45.4％増）、営業利益131,318

千円（前年同期は40,966千円の営業損失）、経常利益136,811千円（前年同期は9,786千円の経常損失）、親会社株

主に帰属する四半期純利益73,539千円（前年同期は23,569千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりまし

た。

　なお、当社グループの報告セグメントは「旅行関連事業」のみであり、その他の事業セグメントの重要性が乏し

いため、記載を省略しております。

 

（２）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は5,835,848千円（前連結会計年度末比567,437千円減少）となりま

した。これは主に、売掛金及び契約資産が124,041千円増加した一方で、投資有価証券が746,200千円減少したこと

によるものであります。

 

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債は609,286千円（前連結会計年度末比125,072千円減少）となりまし

た。これは主に、買掛金が52,384千円増加した一方で、繰延税金負債が228,431千円減少したことによるものであ

ります。

 

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は5,226,562千円（前連結会計年度末比442,365千円減少）となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益73,539千円を計上した一方で、その他有価証券評価差額金

が517,713千円減少したことによるものであります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）の残高は、前連結会計

年度末より22,994千円増加し、3,010,520千円（前連結会計年度末比0.8％増）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果増加した資金は36,574千円（前年同期は31,394千円の支出）

となりました。これは、税金等調整前四半期純利益136,811千円などの増加要因と、売上債権の増加124,041千円な

どの減少要因によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果減少した資金は13,579千円（前年同期は12,034千円の支出）

となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出9,389千円によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動によるキャッシュ・フローはありませんでした（前年同期もな

し）。

 

（４）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（６）研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 122,400,000

計 122,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,260,000 31,260,000
東京証券取引所

プライム市場

権利内容に何ら限定

のない当社の標準と

なる株式であり、

単元株式数は100株

であります。

計 31,260,000 31,260,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 31,260,000 　－ 648,292 　－ 472,036
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

関根　大介 東京都港区 15,991,000 51.56

株式会社ザ・パス・インベストメント 東京都渋谷区道玄坂一丁目９番４号 1,740,000 5.61

株式会社CHINTAI 東京都港区元赤坂一丁目２番７号 1,595,000 5.14

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 1,168,700 3.76

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 973,000 3.13

佐藤　茂 東京都港区 690,000 2.22

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140051

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済

営業部）

240 GREENWICH STREET, NEW YORK, NY

10286, U.S.A.

（東京都港区港南二丁目15番１号）

549,200 1.77

JP JPMSE LUX RE J.P. MORGAN SEC PLC

EQ CO

（常任代理人　株式会社三菱UFJ銀行）

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON,

E14 5JP UNITED KINGDOM

（東京都千代田区丸の内二丁目７番１号）

263,000 0.84

李　炳燦 東京都豊島区 230,900 0.74

野村信託銀行株式会社（投信口） 東京都千代田区大手町二丁目２番２号 167,500 0.54

計 － 23,368,300 75.34
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 246,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,994,400 309,944 －

単元未満株式 普通株式 19,200 － －

発行済株式総数  31,260,000 － －

総株主の議決権  － 309,944 －

（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式30株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社オープンドア
東京都港区赤坂二丁目17番７号

赤坂溜池タワー６階
246,400 － 246,400 0.78

計 － 246,400 － 246,400 0.78

（注）上記の他に単元未満株式として自己株式を30株所有しております。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,987,525 3,010,520

売掛金及び契約資産 356,964 481,005

その他 75,536 105,237

貸倒引当金 △245 △233

流動資産合計 3,419,780 3,596,529

固定資産   

有形固定資産 49,765 47,697

無形固定資産 527 1,948

投資その他の資産   

投資有価証券 2,628,100 1,881,900

その他 305,112 307,773

投資その他の資産合計 2,933,212 2,189,673

固定資産合計 2,983,505 2,239,319

資産合計 6,403,286 5,835,848

負債の部   

流動負債   

買掛金 80,974 133,359

未払法人税等 56,824 75,528

その他 211,104 243,373

流動負債合計 348,902 452,261

固定負債   

繰延税金負債 342,856 114,425

資産除去債務 40,400 40,400

その他 2,200 2,200

固定負債合計 385,456 157,025

負債合計 734,358 609,286

純資産の部   

株主資本   

資本金 648,292 648,292

資本剰余金 473,388 473,388

利益剰余金 3,776,623 3,850,163

自己株式 △17,610 △17,610

株主資本合計 4,880,693 4,954,233

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 776,570 258,856

その他の包括利益累計額合計 776,570 258,856

新株予約権 11,663 13,472

純資産合計 5,668,927 5,226,562

負債純資産合計 6,403,286 5,835,848
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 964,838 1,403,068

売上原価 372,672 456,468

売上総利益 592,165 946,600

販売費及び一般管理費 ※ 633,132 ※ 815,281

営業利益又は営業損失（△） △40,966 131,318

営業外収益   

投資有価証券売却益 84 -

為替差益 631 763

助成金収入 30,461 4,706

その他 3 23

営業外収益合計 31,179 5,493

経常利益又は経常損失（△） △9,786 136,811

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△9,786 136,811

法人税、住民税及び事業税 13,746 63,216

法人税等調整額 35 55

法人税等合計 13,782 63,271

四半期純利益又は四半期純損失（△） △23,569 73,539

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△23,569 73,539
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △23,569 73,539

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 493,928 △517,713

その他の包括利益合計 493,928 △517,713

四半期包括利益 470,359 △444,173

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 470,359 △444,173
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△9,786 136,811

減価償却費 18,287 11,636

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 △11

受取利息及び受取配当金 △0 △0

助成金収入 △30,461 △4,706

為替差損益（△は益） △115 △164

投資有価証券売却損益（△は益） △84 -

売上債権の増減額（△は増加） △99,003 △124,041

仕入債務の増減額（△は減少） 46,461 52,384

その他 16,763 2,901

小計 △57,934 74,809

利息及び配当金の受取額 0 0

助成金の受取額 30,461 4,706

法人税等の支払額 △3,945 △42,942

法人税等の還付額 23 0

営業活動によるキャッシュ・フロー △31,394 36,574

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △9,982 △9,389

無形固定資産の取得による支出 - △1,600

投資有価証券の売却による収入 538 -

その他 △2,589 △2,589

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,034 △13,579

財務活動によるキャッシュ・フロー   

財務活動によるキャッシュ・フロー - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,429 22,994

現金及び現金同等物の期首残高 3,018,844 2,987,525

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,975,414 ※ 3,010,520
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【注記事項】

（追加情報）

（新型コロナウイルスなど不確実な要素の影響に関する会計上の見積りについて）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルスなど不確実な要

素の影響に関する会計上の見積りの仮定について、新たな追加情報の発生及び重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日
　　至　2022年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年９月30日）

給料手当 270,738千円 282,132千円

広告宣伝費 79,934 218,479

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

現金及び預金勘定 2,975,414千円 3,010,520千円

現金及び現金同等物 2,975,414 3,010,520
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

　１.配当金支払額

　該当事項はありません。

 

　２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

　３.株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　１.配当金支払額

　該当事項はありません。

 

　２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

　３.株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

　当社グループの報告セグメントは「旅行関連事業」のみであり、その他の事業セグメントの重要性が乏し

いため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　当社グループの報告セグメントは「旅行関連事業」のみであり、その他の事業セグメントの重要性が乏し

いため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
 

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
  至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
  至　2023年９月30日)

　 一時点で移転される財又はサービス 940,542 1,377,608

　 一定の期間にわたり移転される財又はサービス 24,296 25,459

 顧客との契約から生じる収益 964,838 1,403,068

 その他の収益 - -

 外部顧客への売上高 964,838 1,403,068

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益又は１株当たり

四半期純損失（△）
△0.76円 2.37円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△23,569 73,539

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（千円）

△23,569 73,539

普通株式の期中平均株式数（株） 31,013,570 31,013,570

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 - 2.37円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
- -

普通株式増加数（株） - 9,316

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

 

-

 

 

-

 

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

2023年11月9日

 

株 式 会 社 　オ ー プ ン ド ア 

取 締 役 会 御 中

   

 

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

　　　東　　京　　事　　務　　所  

 指定有限責任社員

 
業 務 執 行 社 員

 公 認 会 計 士 茂 木 浩 之  

 指定有限責任社員

 
業 務 執 行 社 員

 公 認 会 計 士 藤 井 淳 一  

       

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オープン

ドアの2023年4月1日から2024年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2023年7月1日から2023年9月30日

まで）及び第2四半期連結累計期間（2023年4月1日から2023年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オープンドア及び連結子会社の2023年9月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
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　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１.上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社オープンドア(E31936)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

